
昭和54年6月1日 金 田 町 報 第1 74 号 

金田町人の動き 

(5 月 l 日現在） 

世帯数 2. 6 08 

人 口 9. 4 5 4 

男 4. 634 

出 

転 

第1 74 号 

金 田 町 報 

発行所 金田町役場総務課 

編集兼 “ III - ロ＝ 
霊否で 藤 川 義 臣 発行人 岡’ ノH 票蝿 口ニ 

印刷所 栗 林 印 刷所 

電話（09474) ②0506 番 

4.820 

亡 2 

出 59 

女

死

転

 

6
 
39 

生

入

 

ク
 

ク
 

ガ
 

ク
 

手
、
を
 

あ
 

げ
 

て
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

横

断

歩

道

を

渡

ろ

 う
 
ね

／

 

交

通

安

全

教

室

開

催

さ

る

 

春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
 

の
去
る
五
月
十
五
日
、
金
田
小
 

学
校
の
校
庭
で
、
新
入
学
児
童
 

と
そ
の
父
兄
を
対
象
に
交
通
安
 

全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
の
巡
視
員
の
お
 

姉
さ
ん
方
が
、
ミ
ニ
信
号
機
、
 

標
識
、
横
断
歩
道
等
を
使
っ
て
 

や
さ
し
く
て
い
ね
い
に
交
通
ル
 

ー
ル
の
基
本
を
指
導
し
て
下
さ
 

い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
金
田
町
交
通
安
全
婦
 

人
部
会
の
主
催
で
、
交
通
安
全
 

協
会
金
田
支
部
、
小
学
校
、
町
 

の
協
力
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
も
 

の
で
、
児
童
も
お
母
さ
ん
方
も
 

こ
れ
を
機
会
に
な
お
一
層
交
通
 

安
全
に
は
気
を
つ
け
て
下
さ
い
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五
月
十
一
日
よ
り
五
月
二
十
 

日
ま
で
の
十
日
間
、
春
の
交
通
 

安
全
運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

金
田
町
に
お
き
ま
し
て
も
種
 

々
な
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
 

な
か
で
も
「
イ
エ
ロ
ー
フ
ラ
ッ
 

グ
作
戦
」
と
で
も
云
い
ま
し
よ
 

う
か
、
交
通
安
全
婦
人
部
会
の
 

ユ
ニ
ー
ク
な
発
案
で
、
新
町
通
 
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
も
 

り
に
黄
色
い
旗
「
交
通
安
全
の
 
種
々
な
運
動
を
実
施
し
て
い
き
 

街
」
を
約
百
本
設
置
し
、
町
民
 
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
の
ご
協
 

の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
 
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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危
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て
る
 

ロ
こ
 
ど

も

向

け

 

や
っ
て
る
か
い
 
一
度
止
ま
っ
て
 
右
左
 ー

 

、
，
，
・
？
、
・
？
,
,
,
，
、
く
う
、
，
，
・
？
,
,
,
,
,
,
,
,
，
、
・
ミ
，
・
，
,
,
,
,
,
,
，
、
，
・
、
三
，
、
、
ご
く
三
り
 

6
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

一
 

一 

和
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

一 

一 

農
事
を
皆
な
し
つ
く
し
た
月
と
い
う
こ
と
か
ら
、
 

一 

） 

六
月
を
水
無
月
と
い
っ
た
。
 

一 

1
 

日
 

気
象
記
念
日
、
電
波
の
日
 

4
 

日
 

歯
の
衛
生
週
間
 

( 

7
 

日
 

計
量
記
念
日
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一 

10 

日
 

時
の
記
念
日
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11 

日
 

入
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日
 

乳
児
検
診
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四 

25 

日
 

救
ら
い
の
日
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父
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貿
易
記
念
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町
 

田
 

金
 

議

会

 だ
 
よ
 
り
 

議
 
会
 
事
 
務
 
局
 

昭
和
五
十
四
年
第
四
回
臨
時
 

町
議
会
（
初
議
会
）
が
昭
和
五
 

十
四
年
五
月
入
日
本
町
議
会
議
 

事
堂
に
招
集
さ
れ
、
 
一
日
間
の
 

会
期
に
よ
り
諸
議
案
が
慎
重
審
 

議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
 

れ
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
 

議
 
長
 
大
島
 
陸
雄
 

⑥
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
 

て
 

副
議
長
 
植
高
勇
太
郎
 

⑥
議
会
常
任
委
員
会
委
員
並
ひ
 

に
常
任
委
員
長
及
び
副
委
員
 

長
の
選
任
に
つ
い
て
 

0
総
務
・
財
務
委
員
会
 

委

員

長

 
藤
林
 
俊
信
 

副
委
員
長
 
前
川
 
二
郎
 

委
 
員
 

植
高
勇
太
郎
 

ク
 

千
手
 
大
蔵
 

ク
 

大
井
 

半
 

ク
 

竹
宗
 

学
 

e
産
業
経
済
民
生
委
員
会
 

委

員

長

 
木
戸
 
幸
義
 

副
委
員
長
 
渡
辺
 
照
利
 

委
 
員
 

吉
田
 

保
 

ク
 

中
島
 

力
 

ク
 

藤
元
 
俊
治
 

ク 

米
家
 
荒
雄
 

田
土
木
・
鉱
害
委
員
会
 

委

員

長

 
吉
田
 
春
義
 

副
委
員
長
 
相
原
清
一
郎
 

委
 
員
 

辰
島
 

保
 

ク
 

浦
田
 
由
光
 

ク 

市
丸
 
定
行
 

ク
 

大
島
 
陸
雄
 

⑥
金
田
町
議
会
特
別
委
員
会
設
 

置
及
ひ
委
員
の
選
任
に
つ
い
 

て
 

0
公
立
下
田
川
病
院
建
設
特
別
 

委
員
会
（
委
員
数
十
二
名
）
 

委

員

長

 
木
戸
 
幸
義
 

副
委
員
長
 
渡
辺
 
照
利
 

（
委
員
数
十
八
名
）
 

委

員

長

 
大
島
 
陸
雄
 

副
委
員
長
 
植
高
勇
太
郎
 

委
 
員
 

外
十
六
名
 

⑥
金
田
町
監
査
委
員
の
選
任
に
 

つ
い
て
 

監
査
委
員
 
藤
林
 
俊
信
 

⑥
金
田
町
消
防
委
員
の
選
任
に
 

つ
い
て
 

委
 
員
 

"
 

ク
 

ク
 

市
丸
 
定
行
 

浦
田
 
由
光
 

吉
田
 

保
 

竹
宗
 

学
 

委
 
員
 

吉
田
 

保
 
⑥
田
川
地
区
消
防
組
合
議
員
の
 

ク
 

中
島
 

力
 

ク 

藤
元
 
俊
治
 

ク
 

米
家
 
荒
雄
 

グ 

藤
林
 
俊
信
 

ク 

前
川
 

二
郎
 

ク
 

吉
田
 

春
義
 

ク
 

相
原
清
一
郎
 

ク
 

大
島
 
陸
雄
 

ク
 

植
高
勇
太
郎
 

田
小
学
校
改
築
特
別
委
員
会
 

（
委
員
数
七
名
）
 

委

員

長

 
吉
田
 

春
義
 

副
委
員
長
 
相
原
清
一
郎
 

委
 
員
 

辰
島
 

保
 

ク
 

浦
田
 
由
光
 

ク
 

市
丸
 
定
行
 

ク
 

大
島
 
陸
雄
 

ク
 

植
高
勇
太
郎
 

田
金
田
町
鉱
害
問
題
特
別
委
員
 

会
 

（
委
員
数
十
八
名
）
 

委

員

長

 
大
島
 
陸
雄
 

副
委
員
長
 
植
高
勇
太
郎
 

委
 
員
 

外
十
六
名
 

O
田
川
東
高
等
学
校
誘
致
特
別
 

委
員
会
 

互
選
に
つ
い
て
 

組
合
議
員
 
千
手
 
大
蔵
 

＠
下
田
川
衛
生
組
合
議
員
の
互
 

選
に
つ
い
て
 

組
合
議
員
 
米
家
 
荒
雄
 

⑥
田
川
市
外
七
ケ
町
村
伝
染
病
 

院
組
合
議
員
の
互
選
に
つ
い
 

て
 組

合
議
員
 
浦
田
 
由
光
 

⑥
田
川
地
区
斉
場
組
合
議
員
の
 

互
選
に
つ
い
て
 

組
合
議
員
 
中
島
 

力
 

⑥
金
田
町
老
人
憩
い
の
家
運
営
 

委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て
 

委
 
員
 

市
丸
 
定
行
 

ク
 

千
手
 
大
蔵
 

⑥
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

委
 
員
 

木
戸
 
幸
義
 

ク
 

藤
林
 
俊
信
 

ク
 

植
高
勇
太
郎
 

⑥
民
生
委
員
推
せ
ん
会
委
員
 

選
任
に
つ
い
て
 

委
 
員
 

前
川
 

二
郎
 

⑥
住
宅
，
‘
、
に
貞
金
等
審
議
会
委
 

員
の
選
 

ト
つ
い
て
 

そ
 
の
 
一

杯

 

輪
 
わ
 
る
 
勇

気

 が
 

事

故

 を
 
断
 
つ
 
ク
 

国

際

児

童

年

の

意

義

 

婦
人
会
会
長
 
小
 

野
 

と
 
め
 
子
 

今
年
は
国
際
児
童
年
で
す
。
 

全
地
婦
で
は
昨
年
福
井
市
で
ひ
 

ら
か
れ
た
全
国
大
会
で
「
地
球
 

上
の
飢
え
た
子
供
た
ち
の
た
め
 

に、 

一
日
の
ォ
ャ
ッ
代
を
送
る
 

運
動
を
お
こ
そ
う
」
と
決
議
し
 

福
岡
県
婦
連
も
早
速
こ
れ
に
と
 

り
く
み
ま
し
た
。
金
田
町
も
皆
 

様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
 

き、 

一
人
十
円
の
カ
ン
パ
を
終
 

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
有
難
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

い
ま
世
界
に
は
、
約
十
五
億
 

人
の
子
供
が
い
ま
す
。
そ
し
て
 

そ
の
三
分
の
二
の
十
億
人
は
開
 

発
途
上
国
で
暮
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
中
で
半
分
の
五
億
も
の
子
 

供
た
ち
が
、
生
活
す
る
う
え
に
 

最
低
限
度
必
要
な
基
本
的
ニ
ー
 

ズ
（
必
要
な
も
の
）
栄
養
、
 

医
療
、
教
育
、
飲
料
水
、
住
居
 

な
ど
さ
え
も
満
足
に
得
ら
れ
な
 

い
で
い
ま
す
。
 

開
発
途
上
国
で
生
ま
れ
た
子
 

供
十
人
の
う
ち
、
医
療
サ
ー
ビ
 

ス
を
受
け
て
生
ま
れ
て
く
る
子
 

供
は
わ
ず
か
三
人
で
す
。
生
ま
 

れ
た
子
供
は
多
く
の
病
気
に
お
 

か
き
れ
、
充
分
な
栄
養
も
と
れ
 

ず
、
子
供
の
 25 

ー
 30 

％
は
5
才
 

の
誕
生
日
を
迎
え
る
以
前
に
死
 

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
 

就
学
年
令
ま
で
成
長
し
た
と
 

し
て
も
、
教
育
を
受
け
ら
れ
る
 

の
は
三
人
に
一
人
に
過
ぎ
ま
せ
 

ん
。
そ
の
中
で
卒
業
し
て
も
、
 

幼
な
い
時
か
ら
自
分
の
食
事
を
 

得
る
た
め
に
働
か
な
く
て
は
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

国
際
児
童
年
ー
一
九
七
六
年
 

iβ 

委
 
員
 

藤
元
 
俊
治
 

ク
 

吉
田
 
春
義
 

ク
 

渡
辺
 
照
利
 

⑥
育
英
資
金
貸
与
審
議
会
委
員
 

選
任
に
つ
い
て
 

委
 
員
 

吉
田
 

保
 

か 

米
家
 
荒
雄
 

ク
 

相
原
清
一
郎
 

⑥
公
民
館
運
営
審
議
会
（
社
会
 

教
育
委
員
兼
任
）
委
員
選
任
 

に
つ
い
て
 

委
 
員
 

中
島
 

力
 

ク
 

辰
島
 

保
 

⑥
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
の
 

選
任
に
つ
い
て
 

委
 
員
 

大
井
 

半
 

ク
 

竹
宗
 

学
 

以
上
の
と
お
り
議
長
ほ
か
、
 

全
員
選
任
決
定
さ
れ
ま
し
た
 

⑥
議
案
第
三
十
号
 
金
田
町
名
 

誉
公
民
の
決
定
に
つ
い
て
 

①
 
守
田
 

保
 

②
 
吉
田
 
志
郎
 

③
 
井
上
 

明
 

（
原
案
可
決
）
 

⑥
議
案
第
三
十
一
号
 
専
決
処
 

分
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
 

こ
と
に
つ
い
て
 

（
専
決
第
二
号
 

昭
和
五
十
 

三
年
度
金
田
町
一
般
会
計
補
 

正
予
算
（
第
八
号
）
 

補
正
額
 
二
、
三
一
七
千
円
 

（
原
案
可
決
）
 

国
連
総
A
 

九
七
九
年
（
昭
 
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

和
五
十
プ
自
」
を
国
際
児
童
年
 

国
際
児
童
年
は
つ
ぎ
の
目
的
 

と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
九
 
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

七
九
年
が
「
国
連
児
童
権
利
宣
 
0
子
供
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
認
 

言」 

の
二
十
周
年
に
あ
た
る
こ
 

識
を
高
め
る
。
 

と
か
ら
、
改
め
て
世
界
の
子
供
 
e
自
国
の
児
童
福
祉
政
策
を
再
 

の
問
題
を
見
直
し
て
、
国
境
を
 

検
討
し
、
国
や
地
方
自
治
体
 

越
え
て
そ
の
改
善
の
た
め
一
層
 

の
児
童
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
大
 

の
努
力
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
 

す
る
。
 

で
す
。
国
連
は
国
際
児
童
年
へ
 

田
開
発
途
上
国
の
子
供
に
対
す
 

の
協
力
の
よ
ぴ
か
け
を
全
世
界
 

る
国
際
協
力
を
拡
げ
る
。
 

に
要
請
し
、
百
力
国
以
上
の
国
 
特
に
先
進
国
に
お
け
る
国
際
児
 

々
が
そ
れ
に
応
じ
て
、
キ
ヤ
ン
 

童
年
の
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
 

ペ
ー
ン
に
入
っ
て
い
ま
す
。
一
 

目
的
田
に
対
し
て
政
府
や
民
間
 

九
七
九
年
は
 
「
子
供
」
と
い
う
 
運
動
に
大
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
 

統
一
し
た
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
 

れ
て
い
ま
す
。
 

世
界
中
が
行
動
を
お
こ
し
て
い
 

全
地
婦
で
は
五
、
六
、
七
月
 

る
の
で
す
。
 

に
か
け
て
集
め
た
カ
ン
パ
を
ユ
 

子
供
は
自
分
だ
け
で
は
生
き
 

ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
を
 

て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

通
じ
て
援
助
を
ま
っ
て
い
る
子
 

両
親
が
、
地
域
社
会
が
、
国
が
 
供
た
ち
に
と
ど
け
ま
す
。
 

そ
し
て
世
界
中
の
人
々
や
国
々
 

ユ
ニ
セ
フ
 
ー
第
二
次
世
界
 

が
同
じ
考
え
の
も
と
に
、
子
供
 
大
戦
を
生
き
抜
き
、
飢
え
と
病
 

の
立
場
と
健
全
に
成
長
す
る
た
 
気
に
苦
し
ん
で
い
た
数
百
万
人
 

め
の
権
利
を
保
障
し
て
や
ら
ね
 

の
子
供
た
ち
を
救
う
た
め
に
、
 

議
長
就
任
の
挨
拶
 

議
 
長
 
大
 

島
 

陸
 

雄
 

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
町
 

政
の
推
進
に
深
い
、
ご
理
解
と
 

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
 

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

さ
て
去
る
五
月
八
日
開
催
の
 

第
四
回
臨
時
町
議
会
に
お
い
て
 

議
員
の
皆
様
方
の
万
場
一
致
を
 

も
ち
ま
し
て
の
ご
推
挙
に
よ
り
 

金
田
町
議
会
議
長
の
要
職
に
つ
 

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

未
熟
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
 

果
し
て
こ
の
重
貴
に
た
え
う
る
 

か
ど
う
か
危
慎
に
た
え
な
い
次
 

第
で
す
が
、
こ
こ
に
皆
様
方
の
 

ご
推
挙
を
う
け
ま
し
た
上
は
一
 

身
を
拠
し
て
そ
の
ご
厚
志
に
お
 

報
い
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
町
民
代
表
で
あ
る
全
議
 

員
の
意
志
を
尊
重
し
、
あ
く
ま
 

で
も
議
会
が
公
平
か
つ
円
満
の
 

う
ち
に
運
営
せ
ら
れ
る
よ
う
及
 

ば
ず
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
を
も
 

っ
て
努
力
い
た
し
た
い
と
存
じ
 

ま
す
。
 

何
卒
皆
様
方
の
手
厚
い
ご
支
 

援
と
こ
べ
ん
た
つ
を
賜
わ
り
ま
 

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
 

誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
 

私
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
 

ま
す
。
 

ー
 

I
‘

,

 

副
議
長
就
任
の
挨
拶
 

副
議
長
 

植
 

高
 

勇
 
太

郎

 

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
 

す。 こ
の
た
び
議
員
各
位
の
万
場
 

一
致
に
よ
る
ご
推
挙
に
よ
り
ま
 

し
て
副
議
長
の
席
を
汚
す
こ
 

と
に
相
成
り
ま
し
た
こ
と
を
身
 

に
余
る
光
栄
と
存
ず
る
次
第
で
 

あ
り
ま
す
。
同
時
に
そ
の
任
務
 

の
重
大
な
の
を
痛
感
す
る
も
の
 

で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
人
格
識
 

見
と
も
に
傑
出
さ
れ
た
大
島
議
 

長
の
も
と
で
ご
ぎ
戸
ま
す
。
 

更
に
先
輩
、
ロ
 

（
員
の
皆
 

一
九
四
六
年
（
m
 

一
十
一
年
 

）
に
設
立
さ
ゼ
、
戦
争
で
い
た
 

め
っ
け
ら
れ
た
子
供
た
ち
に
ミ
 

ル
ク
、
毛
布
、
菓
子
な
ど
を
送
 

り
、
そ
の
後
も
世
界
の
恵
ま
れ
 

な
い
子
供
の
救
援
活
動
を
続
け
 

て
い
ま
す
。
国
際
児
童
年
を
き
 

め
た
国
連
総
会
は
ュ
ニ
セ
フ
を
 

児
童
年
の
中
心
機
関
に
指
定
し
 

ま
し
た
。
 

敗
戦
直
後
、
日
本
の
子
供
た
 

ち
も
こ
の
ュ
ニ
セ
フ
給
食
の
脱
 

町 県 民 税 

第1 期分 

納期限 6 月30日 

6
 

月
 

詠
 

草
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

室
 

Lーョ 

茶
房
に
て
懐
し
き
顔
と
見
齢
は
ら
ゆ
ら
も
老
い
し
な
え
ゆ
け
 

て
 
近
寄
り
見
れ
ば
別
人
な
り
 
ば
末
娘
わ
れ
 
只
ひ
た
す
ら
に
 

き
 

健
康
を
か
ふ
 

藤
本
 
唯
彦
 

阿
部
 
重
宏
 

在
り
し
日
の
母
が
小
庭
の
片
隅
 
雪
舞
ひ
て
壊
璃
戸
に
強
く
吹
き
 

に
 
さ
し
た
る
バ
ラ
の
咲
く
を
 
つ
く
る
 

さ
す
が
に
今
日
は
鳥
 

待
ち
い
る
 

も
来
暗
か
ぬ
 

小
野
と
め
子
 

高
木
美
代
子
 

並
川
 
君
子
 

バ
イ
ク
に
て
出
掛
け
し
夫
を
見
 
河
内
村
風
ひ
と
つ
な
き
水
の
面
 
過
ぎ
去
り
て
か
へ
る
こ
と
な
き
 

送
り
て
 

心
落
ち
つ
か
ず
掃
除
 
に
 
置
物
の
ご
と
白
鳥
は
動
か
 
青
春
を
 
悔
し
み
し
吾
に
春
は
 

は
じ
む
る
 

ず
 

訪
れ
ぬ
 

福
田
 

昌
 

藤
林
 
俊
信
 

竣
工
の
式
を
終
れ
ば
上
野
橋
 

レ
ー
ス
の
如
く
車
が
通
過
す
 

福
原
 
照
子
 

旅
馴
れ
し
吾
に
は
あ
れ
ど
前
の
 
久
々
に
会
は
む
不
安
も
消
え
失
 

夜
は
 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
枕
辺
 
せ
て
 

胸
襟
を
聞
き
楽
し
か
り
 

に
置
く
 

け
り
 

中
村
 
繁
生
 

菊
池
 

一
枝
 

緑
濃
き
影
に
小
さ
き
梅
の
実
い
 

く
つ
 

四
月
半
ぱ
に
強
く
陽
が
 

射
し
 

長
旅
を
終
へ
し
終
列
車
の
ゆ
か
 

の
上
に
 

空
缶
い
く
つ
か
転
り
 

て
あ
り
 

費一 溺
私
 '

 
様
方
の
ご
支
援
と
ご
べ
ん
た
つ
 

を
賜
わ
り
ま
し
て
、
こ
の
重
貴
 

を
全
う
い
た
し
た
い
と
念
願
い
 

た
し
て
お
る
も
の
で
C
ざ
い
ま
 

す。 
特
に
議
会
民
主
主
義
の
精
神
 

に
の
っ
と
り
、
住
民
本
位
の
政
 

治
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
し
て
 

ど
う
か
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
 

指
導
ご
べ
ん
た
つ
の
程
お
願
い
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
 

私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

脂
紛
乳
で
栄
養
失
調
か
ら
救
わ
 

れ
言
し
た
。
当
時
の
金
額
で
六
 

十
五
億
円
も
の
授
助
だ
そ
う
で
 

す
。
今
度
は
私
達
日
本
の
国
民
 

が
立
ち
上
が
る
と
き
で
す
。
三
 

＋
年
前
の
、
、
、
ル
ク
の
お
か
え
し
 

を
、
ア
ジ
ア
の
世
界
の
恵
ま
れ
 

な
い
子
供
た
ち
の
上
に
と
ど
け
 

ま
し
よ
・
つ
。
 

世
界
の
子
供
た
ち
が
健
や
か
 

鉄
 
道
 
妨
 
害
 
を
 

な
 
く
 
す
 
運
 
動
 

国
鉄
で
は
、
6
月
1

日
か
ら
 

6
月
 20 

日
ま
で
を
、
全
国
一
せ
 

い
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

昭
和
 53 

年
度
、
筑
豊
地
区
の
 

鉄
道
妨
害
発
生
状
況
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

◇
置
物
（
石
）
 

13 

件
 

（
そ
の
他
）
 

1
件
 

◇
踏
切
障
害
 

18 

件
 

◇
線
路
支
障
 

2
件
 

◇
線
路
立
入
り
 

8
件
 

◇
転
て
つ
器
妨
害
 

7
件
 

◇
踏
切
支
障
報
知
装
置
乱
用
 

12 

件
 

◇
施
設
物
き
損
 

踏
切
し
ゃ
断
機
き
損
2
件
 

信
号
標
識
き
損
 

1
件
 

◇
投
石
（
石
）
 

1
件
 

老
人
医
療
証
切
替
え
 

住

民

 課

福

祉

係

 

7
月
1

日
よ
り
、
新
し
い
老
 

人
医
療
証
に
変
り
ま
す
。
 

現
在
使
用
し
て
い
る
老
人
医
 

療
証
は
、
6
月
 30 

日
で
有
効
期
 

限
が
切
れ
ま
す
。
 

◆
切
替
え
期
間
 
6
月
 29 

日
か
 

ら
6
月
 30 

日
ま
で
行
い
ま
す
。
 

印
鑑
、
保
険
証
、
医
療
証
を
も
 

っ
て
福
祉
係
ま
で
お
い
で
下
さ
 

い。 

/ 

に
、
そ
し
て
幸
せ
に
生
ま
れ
育
 

つ
こ
と
を
願
う
の
は
、
母
親
は
 

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
人
々
の
 

心
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
ど
 

う
ぞ
皆
様
、
こ
の
ュ
ニ
セ
フ
運
 

動
を
家
庭
、
職
場
、
そ
し
て
地
 

域
社
会
で
、
活
発
に
お
こ
す
こ
 

と
が
国
際
児
童
年
の
最
大
の
成
 

果
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

（
国
際
児
童
年
資
料
よ
り
）
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

【
俳
句
】
 

辰
島
 
宗
一
 

な
ぐ
さ
 

湯
の
里
に
老
を
慰
め
 

わ
ら
び
狩
り
 

岩
野
 
克
芳
 

さ
か
ら
い
て
 
空
向
く
藤
の
 

白
も
あ
り
 

桑
野
つ
る
絵
 

ご

ぎ

 

莫
産
の
上
に
藤
の
花
屑
 

渦
を
巻
く
 

原
田
 
豊
茂
 

議
麟
折
目
に
雛
の
 

か
た
む
き
て
 

和
田
 

玉
吉
 

せ
き
し
ゆ
ん
 

惜
春
の
花
び
ら
散
り
て
 

春
は
去
る
 

渡
辺
由
美
子
 

五
月
晴
錦
絵
巻
と
 

鯉
の
ぼ
り
 

中
前
 
修
子
 

小
雨
降
り
花
の
淡
き
よ
 

水
神
社
 

吉
武
善
次
郎
 

池
に
散
る
残
花
の
ー
つ
 

鯉
遊
ぶ
 

宝
野
か
な
女
 

藤
の
根
に
ビ
ー
ル
を
注
ぐ
 

礼
ご
こ
ろ
 

石
井
日
出
子
 

は
な
 

子
供
の
日
離
れ
し
子
供
 

ふ
と
思
う
 

【
短
歌
】
 

辰
島
 
宗
一
 

風
か
ほ
る
青
葉
目
に
し
む
 

わ
ら
び
と
 

山
な
み
に
蕨
採
る
娘
に
 

蝶
は
舞
い
交
ふ
 

と
く
お
き
 

桑
野
つ
る
絵
 

疾
起
て
星
の
明
り
に
 

堀
り
く
れ
し
笥
の
味
 

独
り
噛
み
し
む
 

克
芳
 

龍
神
の
伝
説
の
あ
る
 

と
 

た・り 

池
を
言
い
釣
り
糸
垂
す
 

と
 

初
夏
の
ー
と
刻
き
 

に
‘
、
て
．
、
》
，
、
●
，
、
、
に
．
●
？
、
●
？
，
、
、
一
、
●
，
、
●
，
，
・
？
、
、
《
、
I
，
に
？
?
，
、
‘
，
、
●
、
、
、
？
、
・
？
、
、
‘
．
・
？
●
、
●
●
、
●
●
●
・
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世
生
三
三
旦
 

日

本

脳

炎

予

防

接

種

日

程

 

住

民

 課

保

健

係

 

一、 

一
回
目
 

別
表
の
と
お
り
 

ニ
、
ニ
回
目
 
別
表
の
と
お
り
 

町
 
「「 

田
 

と
一
」
ろ
 金

田
町
中
央
公
民
館
 

四
、
該
当
者
 

三
才
以
上
の
健
康
な
人
。
 

一 

回
 

目
 

（
小
・
中
学
生
．
高
校
生
は
 

除
く
）
 

五
、
生
ま
れ
て
初
め
て
受
け
る
 

人
は
ニ
回
受
け
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

六
、
印
か
ん
持
参
の
こ
と
 

七
、
料
金
 
無
 
料
 

6
月
 27 

日
 

（水） 

6
月
 26 

B
 

（火」 

と
 

き
 

六
区
 
ー
 
九
区
 

福
吉
区
、
太
陽
区
 

一
区
 

ー
 
五
区
 

高
見
区
 

地
 

区
 

名
 

13時30分ー15 

でま

13時30分ー15 

でま

時
 

間
 

一一
 

回
 

目
 

と
 

き
 

該
 

当
 

者
 

時
 

間 

初
回
免
疫
の
人
 

フ
月
6
日
 

（
生
れ
て
初
め
て
 

昭
時
 30 

分
ー
 15
 

時
 

（金） 

受
け
た
人
）
 

ま
で
 

野
鴫
累
器
 
成人学級生再募集 

次
の
と
お
り
子
宮
ガ
ン
検
診
 

金
田
町
教
育
委
員
会
で
は
、
 

を
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
多
数
 
昭
和
五
十
四
年
度
社
会
教
育
の
 

申
込
み
の
上
、
受
診
さ
れ
る
よ
 
各
種
学
級
や
講
座
の
生
徒
を
次
 

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

の
要
領
で
募
集
し
ま
す
の
で
、
 

一
、
日
 

時
 

ふ
る
っ
て
応
募
下
さ
い
。
 

昭
和
 54
 

年
6
月
6

日
（
水
）
 

◆
生
涯
教
育
コ
ー
ス
 

ニ
、
場
 
所
 

o
乳
幼
児
学
級
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

o
青
年
教
育
 

午
前
 10 

時
 30 

分
ー
 

o
成
人
講
座
 

11 

時
 30 

分
ま
で
 

o
高
令
者
教
室
 

三
、
検
診
料
金
 

ニ
ニ
O
O
円
 
◆
文
化
コ
ー
ス
 

30 0 30 30 
人人人人 

町
負
担
 

一
、
一
O
〇
円
 

o
工
芸
教
室
 

30 

人
 

個
人
負
担
 

一、 

一
O
〇
円
 

o
料
理
教
室
 

30
 

人
 

三
 
種
 
混
 
合
 
の
 

予
 

防
 

接
 

種
 

三
種
混
合
第
一
期
（
ニ
回
目
 

） 
の
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
 

行
な
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
も
 

れ
の
な
い
よ
う
に
接
種
し
て
下
 

さ
い
。
 

一
、
対
象
者
 

一
回
目
廿
5
月
 15 

日
に
予
防
 

接
種
を
行
っ
た
幼
児
 

ニ
、
と
き
・
と
こ
ろ
 

昭
和
 54
 

年
6
月
 22 

日
（
金
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

0
短
歌
教
室
 

30 

人
 

o
園
芸
教
室
 

30
 

人
 

o
茶
道
教
室
 

30 

人
 

◆
問
合
せ
は
中
央
公
民
館
へ
 

電
話
②
0
4
2
5
番
 

◆
開
段
期
間
 

昭
和
 54
 

年
6
月
上
旬
ー
 

邸
和
 55 

年
3
月
で
 

※
申
込
み
が
定
数
に
な
ら
な
い
 

場
合
は
、
開
設
し
な
い
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

旧

軍

人

恩

給

受

給

 

者
 

の
 

方
 

へ 

三
、
料
金
 
無
 
料
 

先
の
四
月
号
町
報
に
よ
り
首
 

四
、
持
っ
て
く
る
も
の
 

題
の
件
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
 

母
子
手
帳
と
印
か
ん
 

し
ま
し
た
が
原
稿
の
不
備
に
よ
 

当
日
は
予
防
接
種
に
よ
る
事
故
 
り
誤
解
し
易
い
字
句
が
あ
り
ま
 

を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
の
同
意
 
し
た
の
で
、
再
度
ご
通
知
申
し
 

の
な
い
動
児
は
接
種
で
き
ま
せ
 
ま
す
。
 

ん
の
で
r
 

与
願
い
ま
す
。
 

0
年
令
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
 

ユ
ハ
十
五
才
以
上
」
と
な
っ
 

て
居
り
ま
し
た
。
本
年
度
改
 

正
に
よ
り
六
十
才
以
上
と
改
 

善
さ
れ
ま
し
た
。
 

田
最
低
補
償
の
緩
和
に
つ
い
て
 

旧
軍
人
に
し
て
実
役
僅
少
で
 

戦
地
加
算
に
し
て
恩
給
に
達
 

し
た
旧
軍
人
に
対
し
、
 
一
定
 

額
の
保
償
が
決
定
致
し
ま
し
 

た。 

田
申
請
に
つ
い
て
 

こ
の
法
律
の
効
力
発
生
の
時
 

期
は
昭
和
五
十
四
年
十
月
に
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
 

そ
の
時
期
以
降
申
請
し
て
下
 

さ
い
。
細
部
に
つ
い
て
は
左
 

記
へ
連
絡
し
て
問
合
せ
て
下
 

さ
い
。
 

金
田
町
東
金
田
 

旧
軍
人
恩
給
連
盟
田
川
市
 

郡
連
合
会
 

副
会
長
 
伊
 
藤
 

環
 

電
記
②
三
八
九
五
番
 

金
田
町
部
落
解
放
自
 

主
学
習
会
の
御
紹
介
 

本
町
の
同
和
対
策
事
業
も
十
 

一
年
目
を
迎
え
同
和
地
区
住
民
 

の
要
望
に
答
え
る
べ
く
鋭
意
努
 

力
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
 

す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
町
 

行
政
と
は
全
く
関
係
な
く
、
自
 

主
的
な
学
び
を
進
め
て
お
り
ま
 

す
会
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
 

こ
の
会
は
、
昨
年
の
二
月
七
 

日
よ
り
発
足
し
、
本
年
五
月
八
 

日
よ
り
十
一
月
」
一
＋
七
日
ま
で
 

の
第
」
爾
目
を
”
 

」
、
皆
様
 

方
の
自
主
的
な
加
入
を
お
ま
ち
 

、
一
己
 

・・一 

し
て
お
り
ま
す
。
 

、ル 

酉
 
こ
 
と
 

尚
、
学
習
内
容
は
、
次
の
と
 

相

談

 に
 
つ
 
い
 
て
 

お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

記
 

o
会
場
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

新
緑
の
風
薫
る
好
季
節
と
 

o
日
時
 

五
月
か
ら
十
一
月
ま
 
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
中
に
 

で
の
第
一
、
第
三
火
曜
、
夜
 
は
全
部
の
方
々
が
幸
せ
な
日
A
 

ヒ
時
半
よ
り
十
時
ま
で
 

を
過
し
て
お
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
 

o
会
費
 

一
回
ニ
O
O
円
 

ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
心
の
 

o
学
習
内
容
 

中
に
何
等
か
の
お
悩
み
を
持
ち
 

m
狭
山
再
審
斗
争
、
検
事
意
見
 
誰
か
に
相
談
し
た
い
が
適
当
な
 

書
批
判
 

5
月
8

日
 
人
は
な
し
、
と
大
変
困
っ
て
お
 

②
被
差
別
部
落
の
仕
事
状
況
労
 
ら
れ
る
方
々
が
必
ら
ず
い
る
筈
 

基
法
改
悪
に
焦
点
を
あ
て
て
 
で
す
。
 

5
月
 22 

日
 

こ
う
い
う
時
に
こ
そ
秘
密
を
 

⑧
解
放
教
育
を
問
い
直
す
 

守
り
、
親
切
て
い
ね
い
に
ご
相
 

6
月
 12
 

日
 
談
に
応
じ
て
く
れ
る
所
が
あ
る
 

田
 
「
非
行
」
を
ど
う
み
る
か
 

の
で
す
。
そ
れ
が
金
田
町
社
会
 

6
月
 26 

日
 
福
祉
協
議
会
で
開
設
致
し
て
お
 

⑤
金
田
町
「
同
和
」
行
政
の
現
 
り
ま
す
ク
心
配
こ
と
相
談
所
ク
 

状
 

7
月
 10 

日
 
な
の
で
す
J
 

⑥
松
本
治
一
郎
の
斗
い
（
I
） 

ど
ん
な
相
談
で
も
結
構
で
す
 

7
月
 24 

日
 

の
で
ど
し
ど
し
お
い
で
下
さ
い
 

⑦
松
本
治
一
郎
の
斗
い
（
I
） 

毎
月
第
四
水
曜
日
の
午
前
十
時
 

9
月
 11 

日
 
か
ら
午
後
三
時
ま
で
に
開
設
し
 

⑧
松
本
治
一
郎
の
斗
”
駈
日
て
猫
昨
す
6
月 2
7
 

日 

⑨
読
書
会
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」
 

10 

月
9

日
 

⑩
解
放
理
論
論
争
史
 10 

月
 23 

日
 

⑩
解
放
理
論
論
争
史
 11
 

月
 13 

日
 

⑩
部
落
の
完
全
解
放
と
は
何
か
 

11 

月
 27 

日
 

o
運
 
営
 

運
営
委
員
会
 
島
本
 
勝
己
 

鶴
野
 
琢
志
 

犬
養
 
光
博
 

事
務
局
 

島
本
勝
己
方
 

金
田
町
南
木
②
3
5
2
9
 

あ
 
り

が

 と
・
つ
 

こ

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

七
田
 

政
六
 
殿
 

永
末
キ
ョ
子
殿
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

金
田
町
教
育
後
援
会
へ
 

七
田
 

政
六
 
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

で
、
有
意
義
に
使
用
き
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 


